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研究成果の概要（和文）：本研究では、中小規模病院の5～15年目の看護師に焦点を当て、職務満足の内容、職務満足
に関連する要因を明らかにした。その結果から、中堅看護師の職務満足を促すことを目指した看護管理者の支援プログ
ラムを作成した。質的に職務満足の内容を分析した結果、仕事に関する内容など43のサブカテゴリ－、8のカテゴリー
が抽出された。量的研究において、職務満足に関連する要因はキャリア成熟度、組織コミットメント等が見出された。
以上の結果と先行研究から、看護管理者の支援プログラムを作成した。支援では「教育システム」「病院内や部署内の
役割」「日常の看護実践への評価」「多職種との調整」が必要であることが明らかとなった。

研究成果の概要（英文）：This study looked at job satisfaction and related factors for nurses with 5-15 
years of experience in small and mid-sized Japanese hospitals. The findings were used to develop a 
program to help nurse managers increase job satisfaction among mid-career nurses. The results of a 
qualitative analysis of job satisfaction identified 43 subcategories in 8 categories related to work and 
other aspects. Quantitative analysis found that factors such as length of career and organizational 
commitment were related to job satisfaction. Based on these results and the results of previous research, 
a program was developed for nurse managers to support mid-career nurses in the areas of educational 
systems, hospital and departmental roles, daily nursing practice evaluation, and multi-disciplinary 
coordination.

研究分野： 看護管理学
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１．研究開始当初の背景 
現在、主に地域と密着し住民の健康を支え

ている中小規模病院（病床数200床未満）は、
日本の病床規模別分布において約 70％を占
めている（厚生統計要覧，2009）。このよう
な中小規模病院は地域の医療ニーズに対応
し、他の医療機関との役割分担も考慮し、住
民の健康を支えるうえで重要な役割を果た
している。 
中堅看護師は看護サービスにおける中核

的な役割を担うとともに、看護の質の維持・
向上において重要な存在である。しかし、中
小規模病院では、大規模病院と異なり人員の
不足、業務の煩雑さから職務満足度が低いこ
とが指摘されている（平井，2003）。昨今の
看護業務の複雑化・高度化に伴って業務量が
激増する現状においては、中小規模病院の看
護の質を担うといわれる中堅看護師が、活き
活きと仕事に取り組め、職務満足することが
急務である。 
看護師の離職を抑制するために、1970 年

代からアメリカでは、看護師の職務満足尺度
が開発され、職務満足に関する研究が行われ
るようになる（Stamps et al.，1978）。看護
師を対象に開発された代表的な職務満足測
定 尺 度 で は IWS （ Index of Work 
Satisfaction）があり、この尺度は、尾崎と
忠政（1988）によって翻訳後、信頼性・妥当
性が検証され、日本の看護師の職務満足調査
に広く今日まで用いられている。しかし、項
目においてわが国の看護職の現状に適切で
ない項目があるなどの課題があり、（中川ら，
2004）。一般病院に勤務する看護師を対象に
職務満足測定尺度を開発した（撫養ら，
2011：Muya et al.,2014）。開発した職務満足
測定尺度は、「仕事に対する肯定的感情」「職
場での自らの存在意義」「上司からの適切な
支援」「働きやすい労働環境」の 4 因子で構
成されており、仕事の達成や能力の向上とも
に上司の適切な支援が重要であることが明
らかになった。撫養ら（2009）は中堅看護師
の職務満足に上司の承認が重要であること
を報告している。また、開発した職務満足測
定尺度（撫養ら，2011：Muya et al.,2014）
においても「上司からの適切な支援」が抽出
された。このことから、看護管理者が中堅看
護師の職務満足の促進を導く重要な役割を
担っていることが推察される。そこで、地域
において重要な役割を担っているが、看護師
の定着など様々な課題が指摘されている中
小規模病院に勤務する5～15年目の中堅看護
師の職務満足を促すことを目的にした看護
管理者のための支援プログラムを開発する。 
本研究は、看護サービスの中核を担う中堅

看護師の職業継続や離職防止が急務とされ
るなか、職業継続意思及び職務満足の促進を
支援するものであり、ひいては中堅看護師の
キャリア発達に貢献する。 

 
２．研究の目的 

本研究では、中小規模病院に勤務する 5～
15 年目の看護師に焦点を当てる。 
（1）中堅看護師の職務満足の内容と様相を
明らかにする。（2）職務満足に関連する要因
を明らかにする。（3）（1）、（2）の結果を基
に、中堅看護師の職務満足を促すことを目的
とした看護管理者の支援方法を抽出し、看護
管理者のための具体的な支援プログラムの
開発を目指す。 

 
３．研究の方法 
（1）中堅看護師の職務満足の様相ついて 
・対象：経験年数 5～15 年目の中堅看護師 
・個別インタビュー 
・実施時期：平成 25 年 12 月～平成 26 年 2
月 
・分析：得られたデータは、インタビューの
録音データより逐語録を作成し、語られた内
容を示すようにラベルをつけ、サブカテゴリ
ー、カテゴリーを抽出した。抽出にあたって
は内容分析の手法を用いた。 
 
（2）中堅看護師の職務満足に関連する要因 
・質的研究と文献検討から職務満足に関連す
る影響要因として、組織コミットメント、職
場や仕事に関する質問項目、成人キャリア成
熟、職業継続意思の概念を抽出した。 
・対象：499 床以下の 27 病院に勤務する 5
～15 年目の中堅看護師 414 名 
・分析方法：SPSS Statistics22 を用いて、
ステップワイズ法による重回帰分析を行っ
た。 
 
（3）看護管理者が捉えた中堅看護師の職務
満足を促す支援方法の原案作成・中堅看護師
の職務満足を促すことを目的とした看護管
理者の支援プログラムの開発 
・対象：質的研究と量的調査、文献的考察を
基に、概念を抽出した。そして、中堅看護師
の職務満足を促す看護管理者の支援方法に
ついて 5 名の看護管理者（そのうち認定看護
管理者は 3 名）にインタビューを行い、原案
を作成した。そして、中堅看護師のインタビ
ューと文献検討により、内容妥当性の検討を
行い、中堅看護師の職務満足を促すことを目
的とした看護管理者のための支援プログラ
ムを開発した。 
    
４．研究成果 
（1）中堅看護師の職務満足の様相 
質的研究：対象は 12 名で、平均年齢は 32.17
歳（年齢の範囲 27～39 歳）であった。分析
結果では 43 のサブカテゴリ－、8 のカテゴリ
ーが抽出された。職務満足は、仕事に関する
【看護する喜びを実感】【中堅看護師として
の役割に邁進】、能力を発揮し成長を促す【自
己開発へのチャレンジ】【看護を通して自ら
の存在意義を獲得】、他者との関係について
【チームとしての結束力】【上司からの支援】、
個々に応じた【働きやすい職場環境】、さら



に【現場を変える】の 8 カテゴリーで構成さ
れていた。対象者は【自己開発へのチャレン
ジ】を行い【中堅看護師としての役割に邁進】
し、【チームとしての結束力】から【看護す
る喜びを実感】していた。これらには【看護
を通して自らの存在意義を獲得】が密接に関
わっていることが考えられた。対象者は【上
司からの支援】【働きやすい職場環境】に支
えられ、その結果、【現場を変える】ことが
できたと認識していることが窺われた。一方、
中小規模病院の職務満足の特徴としては、人
数が少なく個々の役割が明確であることか
ら【中堅看護師としての役割に邁進】し、【自
己開発へのチャレンジ】を行っていた。また、
お互いの顔が見え意思疎通や協力できる環
境が【チームとしての結束力】を高めていた
と言える。以上の結果から、職務満足を促す
には、【看護を通して自らの存在意義の獲得】
ができる実践の機会と個々に応じた役割の
提供が重要であると考えられた。 
 
（2）中堅看護師の職務満足に関連する要因 
量的研究：対象は承諾が得られた 11 病院の
中堅看護師 305 名（回収率 73.7％）である。
年齢の範囲は 24～57 歳で、平均年齢は
33.3±6.2 歳であった。経験年数は 10.1±4.1
年であった。所属している病床数は 99 床以
下 32名（10.5％）、100～199 床 88名（28.9％）、
200～299 床 81 名（26.6％）、300～399 床
91 名（29.8％）、400～499 床 6 名（2.0％）
であった。配属先は病棟 219 名（71.8％）で、
次に外来 29 名（9.5％）、手術室 26 名（8.5％）
であった。 
職業継続意思は270名から回答があり、「看

護職として働き続ける」178 名（58.4％）、「看
護職にこだわらず興味や関心の持てる仕事
をしたい」79 名（25.9％）、「看護職以外の仕
事がしたい」9 名（3.0％）、「退職し仕事はし
ない」4 名（1.3％）であった。 
職務満足を従属変数、組織コミットメント、

職場や仕事に関する項目、成人キャリア成熟
を目的変数として、ステップワイズ法による
重回帰分析を行った。その結果、「人生キャ
リア自律性」（β＝0.231，ｐ＜0.001）、「情動
的コミットメント」（β＝0.202，ｐ＜0.001）、
「現在の仕事は自分の能力向上になってい
る」（β＝0.180，ｐ＜0.001）、「現在の働き方」
（β＝0.148，ｐ＜0.001）、「勤務表作成時に
個人の希望が通りやすい」（β＝0.137，ｐ＜
0.001）、「自分の能力が生かせる仕事」（β＝
0.129，ｐ＜0.05）、「勤務先の将来への不安が
ない」（β＝0.107，ｐ＜0.05）、「能力開発の
ための研修の実施、その参加への支援」（β＝
0.097，ｐ＜0.05）であった。重回帰式の R2

は 0.622、調整済み R2は 0.608 であった。中
小規模病院の中堅看護師の職務満足はこの 8
変数により約 60％が説明できることが明ら
かとなった。本研究の結果では、職務満足に
「人生キャリア自律性」が最も関係していた。
狩野（2015）はキャリア成熟の下位尺度であ

る「人生キャリア自律性」に対しては上司か
らの情緒的サポートが影響することを示し
た。情緒的サポートとは、困っているときに
声をかけたり、委員会などの活動を認めるこ
とであり、上司とのよい関係性の中で、仕事
において、自分の能力が生かせていると実感
できることが重要であると考えられた。そし
て、本研究では働き方や将来への不安がない
という環境に関する項目が抽出された。中堅
看護師は、現場の中核として、医療に携わる
なかで経営状況などを聞く機会が多いこと
が推察される。適切な情報を流しながら、経
営への参画も今後期待できる存在であると
言える。今後、中堅看護師の職務満足を促す
支援プログラムでは、仕事において人生キャ
リアを自律的に促進できる方策について、検
討することが重要であると考えられた。 
 
（3）中堅看護師の職務満足を促す支援方法
の抽出 
看護管理者からのインタビューでは、職務

満足につながると考えられる支援内容、これ
まで看護管理者として中堅看護師の職務満
足に有効であった支援内容についての聞き
取りを行った。また、同時に文献検討を行い、
職務満足につながると考えられる支援内容、
これまで看護管理者として中堅看護師の職
務満足に有効であった支援内容について抽
出した。 
その結果、病院内や部署における役割を与

える「配置部署における役割や期待を伝え
る」、「まずはやってみようと背中を押す」、
教育システムの整備として「クリニカルラダ
ーの導入」、「定着に向けた教育体制の構築」、
日常業務における承認では「スタッフを大事
にしていることを直接伝える」、「具体的に伝
える」、「スタッフが背伸びできる声掛け」、
「スタッフとの時間を作る」、多職種との協
働については自ら行う「医師への声掛け」、
「看護の立場から多職種と話をする」、「距離
をあけない」が抽出された。以上の結果と文
献検討から支援プログラム１～４を作成し
た。 
 
（4）支援プログラムの紹介 
〇支援プログラム１ 
教育システムが整う。 
・今後の自己の目標を提示させる 
・目標にあった教育を進めるなどの配慮 
・他の中小病院等で開催される研修を受講 
 する 
・研修など受けた教育について発表の場を

設ける 
・教育効果を確認するとともに、専門性が 

獲得できているか、その支援を行う。 
〇支援プログラム 2 
病院内部署内の役割 
・病院内部署内の役割の理解度について確

認する 
・看護管理者が担ってもらいたい役割や期



待を言語化して伝える 
・大きく外れてなければ、やってもらう方

向で進める 
・役割を担ってもらった成果をフィードバ

ックする 
・困ったことがあれば、相談してよいこと

を伝える 
・役割について部署全体で取り組めるよう

にメンバーを調整する 
・メンバーについても中堅看護師の意見を

聞きながら選定する 
〇支援プログラム 3 
日常の看護実践の評価 
・日常の業務で、看護実践において中核と

しての役割を担ってもらいたいことを
伝える 

・チーム内での活動を支援する 
・患者や家族からの評価をフィードバック

する 
・患者や家族からのフィードバックを看護

管理者から専門職の視点からの評価を
伝える 

・スタッフとの時間を作る（合同でカンフ
ァレンスを行う） 

・日常の看護実践についての報告の機会を
利用して、チーム内の状況について聞く 

・退院した患者のその後がわかるような病
棟と外来の連携への取り組みを行う 

〇支援プログラム４ 
多職種との調整業務 
・チーム医療や地域と連携しながら看護を

実践していることを説明する 
・患者や家族に必要な多職種との調整は現

場で行うことを説明する 
・関係が難しい多職種との調整については

看護管理者に相談してほしいことを伝
える 

・看護の立場から多職種との連携を図る 
・合同でカンファレンスを行う時間を設け

る 
・お互いの業務を認め合う 

 
（5）支援プログラムのまとめ 
 看護管理者が中堅看護師をどのように支
援するかについて、プログラムを立案した。 
 支援プラグラムは教育システムに関する
こと、病院内部署内の役割、日常の看護実践
の評価、多職種との業務調整で、中堅看護師
として重要な任務を遂行しながら、職務満足
するための支援である。支援内容を見ると、
日常の看護実践における内容が中心であり、
今後も現場で活用できるよう検証し、支援プ
ログラムを発展させたいと考えている。 
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